
宇喜田小学校応援団実践報告書 

                             

１ 校長及びコーディネーター氏名 

   宇喜田小学校長    中山 幹夫 

  コーディネーター     林 直樹     

 

２ 今年度の活動内容 

応援団の種類 応援団の名称 活動内容 

安全・安心 

 

 

旗振り 

セーフティウォッチャー 

校外学習の引率 

マラソン大会 

自転車安全教室 

○登校時の安全を見守る。 

○通学路で登下校時の安全を見守る。 

○校外学習をするときの安全支援をする。 

○マラソンコースの安全確保をする。 

○自転車教室のお手伝いをする。 

学習活動 算数学習支援 

ミシン学習支援 

地域話・昔の話 

○授業に入って個別に学習の支援をする。 

○安全を見守り技術指導の支援をする。 

○総合的な学習の時間に地域の昔の様子や昔の遊びに

ついて語る。 

読書活動 読み聞かせ 

図書室整備 

○学級に入って本の読み聞かせをする。 

○本の修理や本の整頓を行う。 

 

３ 学校応援団組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇喜田小学校 
地域コーディネーター 学校の担当窓口(主幹) 

すくすくｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 

保護者・PTA・父親協力隊 

 

地域・町会 

 

・夏祭り 

・ダンス教室 

・スポーツで遊ぼう 

・ハロウィンパーティー 

・手作り教室 

・出前ポニーランド 

・すくすく発表会＆交流会 

・読み聞かせ 

・読書環境整備 

・マラソン大会 

・運動会・展覧会・学校公開 

・安全教室（自転車等） 

・校外学習の安全見守り 

・旗振り当番（登校時） 

・うきうきフェスタボランティア 

・クリーン大作戦 

 

・見守り隊活動 

・校外学習の安全見守り 

・授業協力 

・昔の話 

・クラブ活動支援 

・環境整備 

・地域の声 

 

 

 

 



 

４ 今年度の成果と今後の課題 

  ＜成果＞ 

・学校の計画に基づいて、学校応援団の方々に様々な活動に進んで支援していただくこと

ができた。 

・登下校や生活科等校外学習での安全見守り、運動会等学校行事や学校公開での校内見守

り等安全面で支援していただくことで、安心して教育活動を実施することができた。 

・読み聞かせや読書環境整備をしていただくことで、子どもが本好きになる環境を作って

いただいた。 

・学校の環境を見守っていただくことで、「うきたの森」の整備につなげることができた。 

・地域の方々との連携を深めることができた。 

＜課題＞ 

・学校応援団を活性化させるために、地域の方々等の人材確保、活動の充実をさらに進め

たい。 

・活動の内容を充実させ、活動を定着させる。 

 

５ コーディネータより   

平成 24 年度は、地域の人による下校時見守り、図書ボランティア、父親協力隊、地域ク

リーン作戦といろいろな活動ができ、今までの成果が実りつつあると思います。ＰＴＡと地

域が一つとなり、安心・安全そして子供たちを見守り育てていくことができてきたと思いま

す。 

下校時の見守り（セーフティウォッチャー）では、地域の人にあいさつ、立ち話、お手紙

を渡す子供などがいて、「見守っているこちらが、子供たちから元気、勇気をもらっていま

す。」という声も地域の人から頂いています。本当に子供たちが地域に溶け込み、これから

も住みよい環境になってくれたらと思います。 

 

６ 学校長より 

ＰＴＡやＯＢ、地域の各種ボランティアの方々に大変温かいご支援をいただき、様々な形

で学校を応援していただきました。 

今年度も、登下校時の安全見守りの方々と一緒に給食を食べる「ふれあい給食会」の機会

を作ることができました。また、「うきたの森」の整備にお力添えをいただき、環境を整え

ることができました。 

今後も、宇喜田の子どもたちの豊かな心と確かな学力を目指し、「手をとり、つながろう！

すべてはこどもたちのために」をキャッチフレーズに力を合わせていきます。      


